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スギ苗の茨色徽病及び前核病

一いわゆる雪腐病一

Kazuo !T� and Yoshiyuki HOSAKA: Gray mold and sclerotial disease 

of “ Sugi" (Cηρtomeria jaρoni'ca D. Dox.) seedlings, 
the causes of the so-called “ snow molding' に

農林技 l.{・

農林技1í'・

伊

保 義

藤
坂

雄

行

緒言

東北地方その他の多雪地帯l亡於て冬季から平容にかけて杭雪下でスギ)百の針葉及び、fkが随一)ü:

Nî死する現象は俗lこ「雲町病J とよばれている。との本体についての調査研究は従来所ど無か

ったのであるが，若干?等は秋川支場佐藤邦彦技'îrの助力を得て実験を行い，とのが~J以を l壬 U切

かにし.その成松の一部は既 i豆、出背した(伊藤及び保坂 1950) 。

欧米諸国に於ける針~4ff~の零時 CNí) 荊 (Snow mold, mow blight) の病原市として WEm

(1916) , DAYIf¥ (1924)εSYDOW 等(1924). DEMli'\ E~S (192E) ， FAnL (1929, 1930) , B�CE 

(1938) 及び BAX'l'ER (1943) は Phacidium infestans KAH河. (var. abietis DEA I:N.) , 

P. balsameae DA¥'fS (Siego�ezi'zella bαlsamea (DA¥-JS) SYll.) , P. taxicolum DEAHX. , 

P. ρlanum DA\"IS 等をあげてたり，又 STl"RGIS (1913) は Herρotrichia ni'gra HAJ:'I'.及び

Neoρeckia coulteri (PK.) SACC. もまた雪'/;.1荊の病1];(菌で、あると述べている。ノJ ,)lj (1939) 

はエゾマツ7J{のコよねi山首として RoselUnia herρotnchioz.des HEI"l'IKG et DAYIDëOX を桜台

している。

併し本邦に於ては現在までとれ等の菌類がスギ i亡寄生する事実は知られていない。而して著

者等の研究ではスギ苗雲腐病の病院( I土 Botrylis cz"nerea PEHS. (次色徴病菌)及び1ょ記哉の

Sclerotz"nia sp. (菌核病菌)が主なものでp との外稀に Fusart"um sp. も認められるが，と

れは問題にするに足らすら向 Botryft"s の被害は Scle1'otz"nia のそれに比べて遥かに大である

ととがわかった。

本報交はスギ首雪腐病白病原である Botrytis 菌及び、 Sclerotz.nia 菌の，主として形態的並

に生理的性質に関する若干の実験結果を述べたものである。

著者等が研究を建行ずるに当って有益左助言と激励を賜った保護部長今関六也氏，材料の採

集その他実験にも労をたします=援助をいただいたf師事邦彦氏，貴重な菌株を分譲された山形長
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事改良実験所経ìífi義氏，北海道設業試験場宮山宏子氏及び版図作成に助力された中川道夫氏に

対して深〈感謝の立を去するものである。

涙 色 徴 病

三本病はひとり政零下でだけ認、められるものではなし夏季にも普通に発生するものであれ

向冬季家雪地帯で厳選による凍容を避けるためにR 仮舵したずiの_(二を落葉或は藁等で、被覆する

ととがあるが，とのような場合には時i亡本病によって惨害を招くものである。昭和 24-25 年

(1949-]950)，よミ抜県下の或る -!'ii:tlllでキ二病のため大被害を蒙った例がある。
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Text-fig. 1. Botrytis cinerea PER8. from Cryρtomeria japonica (スギ).

A. Conidiophores and conidia (分生子梗及び分生胞子) B. Conidia (分生胞子)

c. Microconidia and conidiophores produced on agar.medium (小型分生胞子及び分生子梗)



スギ苗の灰色徽病及び菌核病 (伊藤・保扱)
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Text-fig. 2. Botrytis cinerea PERi3. from Centaurea Cyanus (ヤグルマギク) . 

A. Conidiophores and conidia (分生子秘及び分生IJ0.子) B. Conidia (分生胞子)

C. Microconidi呂 and conidiophores produced on agar.medium (小型分生胞子及び分生子板)

1.病徴及び標徴

首の先高齢帥ゐら下方に向って針葉P ノj、校及び主砲hが侵される。初め軟化下訴し制色を呈する

が，病状の匙民と:](;に淡褐色~ß("'J色l亡変じ光沢を犬い著しくJli訪せとなる。忠部には;y，ミ色~友

褐色，鼠毛状の白糸が多量に糎絡し，叉 Botrytis 型分生胞子が秒しく形成される。 少数の扇

子た菌接が患部のfiî糸上に形成されるととがあるがp とれ等は極めてfllt落し易い CP1. I , A, 

B) 。

2. 病原菌の形態

スギ百の患部に認められる分生子梗及び、分生胞子の形態は典型的左 BotryUs 型を呈し，温室



- 4 ー 林栄試験場研〉日u告_w; 51 号

tJとなのヤグルマギク (Centazwea Cyanus) に形成されたものと組めて近似でるるが((P1. 

ll , A; Text-fig. 1 及び、 2)，各地から千li-たスギ及び、ヤグルマギクの Botrytis 忘iの分生胞子

の大さを示せば箔 1 去の泊りである。

第 1 去:(，f主に形成された Botryti's rtîの分生胞子の大さ

分生Jl8子の大さ
ぜ官l' =<= 

ス ギ

" 
" 
" 

ヤグルマギ、ク

採 集 地 採集年月日
長径 (μ) I 

秋田県船岡村 Feb. 9 , 1950 8.8~13.0 

茨域LF:筒形やj Feb. 24 , 1950 8 .4~12.6 

1J，田県-横手町 Mar. 3, 1950 8.8~12.4 

茨城県村松村 lApr. 4, 1950 8.6~14.0 

千葉県松戸市({臣室) ]an. 7 , 1950 8.8~16.8 

3. 培養賞験

(1) 分離

.20必ー

Text-fig. 3. Germinating conidia of 

Botrytis cinerea PERS. (B. cinerea の分生
胞子の発芽)

短径 (μ)

5.2~9.2 

5.6~8.0 

5.8~9.8 

5 .4~8.6 

6.0~9.6 

分生胞子の発芽は極めて容易で、通常 2 本の発芽管を生じ間もなく分岐する (Text-fig. 3) 。

主として吉井氏法 (1933) によって分生胞子から単筒培養で分離を行ったが，胞子の股落した

古い材料では病針葉組織から行ったものもある。

著者等が分離を行った材料を示せば第 2 表の通りである。
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第 2 去 Botryti's ïJ\jのI~H株

菌株番号 l 寄 主

Bot-A スギ

ウ-B

// -c 、

か -D

か E

か -F

~ 

弥ミ 集 地 分離源

分立三胞子
// 

秋旧県船岡村

茨城県筒形村

秋田県船岡村

'/ 

" 

" 
か横手町

茨城県村松村

秋田県船岡村

Mar. 2 , 1950 

Mar. 3 , 1950 I 

|Apr24, 1950J 

I Apr. 14 , 1950 I 

I May. 3 , 1950 : 

i J肌 6 ， 1950 i 

" 
// // 

" 
// 病針葉

分生胞子か G // i 東京都目黒区
か -H ヤグルマギク ! 千葉果松戸市 (i温室) // 

(2) 堵養基上の特徴

江~2 去に示した各}主j株のJlf芸l.Lr-_の特徴は互に極めて近1以であるがp とれらω うち 3W株

(Bot-A，-B， -H) についてお鈴若本疋 (PE'J'HI 阻)， 20 0C に於ける状況と市安 fl 数との関係

についての記録。概要は第 3 去に示す辺りである。

第 3 去 Botryti's 菌株の培養法上の特徴比較

\\菌株 i 竺t-A

経過日数" 秋田県，スギ

日

Bot-B . Bot-H 

茨城県，スギ | 千葉県，ヤグノLマギク

27まま危hg善説宗主 l左に同じ。 i7i:に同じ。
22?才爪菌叢の直径 60|菌設の直径 70mmo 菌設の直径 51mm。

|酪(山色 i左に同じ i菌諮問色分錦子形成せ
磁の酪おmm 以上。 I /_r. ~'__J~J L--.:lらる。臓の直径:85mm以上。

7 分自白子形成ぜられ伶菌骸の(左に同じ l分自泡子の形成盛んで，向菌
|初期のものを認めるの 核の初期のものを認める。

:::0 分生胞子及び菌骸が多量に形|左に同じ。 [Boは及び Boゅに比し
i成せられる。て分生胞子の形成著しいの

即ち供試 3}岩持は極めて相似てたり，苗叢発育の遅速，分生胞子及び}:M緩形成の程度に於て

3 

5 

僅少の主ーはあるが顕苦な相j主は認められない。

(3) 菌叢の費育と温度との関係

PE'J'RI 阻法により応鈴薯寒天上に於ける菌設の発育と温度との関係を調べた 5 日後及び 7 日

後の結果を示せば第 4 友の通りである。但し菌叢D直径は各菌株，各温度とも 4 iな宛の平均で、

ある。
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第 4 夫 Botrytìs 正iの閣議の発育と i民度( OC) との関係

菌
| 菌叢の直径 (mm)

株 1一一一
10 r 100 150 200 

1 250 I 310 3T 

5 日後
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75.0 85.0! 85.0 10.0 

68.7 I 85.0 85.0 I 

64.0 85.0 I 85 ・ o I 12.5 

日後

円
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n
u
n
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Bot -A 十 I 49.0 

か B I + I 28.5 

か -H I + 1 41.0 

註+... .[lf1かに発育す

71.2 85.0誉 i 85.0特 I 85.0* I 34.0 

69.0 i 85.0普 I 85.0発 I 85.0・持

55.8 I 85.0 ム i 85.0公 I 85.0発 I 29.5 I -_.- I -_.- I -_.- I _..- I 

85.0*... .直径 85mm 以上

円
u
n
u
n
u

UH去に示す通り各W，j株ともその趨出は 200~250C で， lOC ，こ於ても生育するが 37 0C で

は全〈生育しない。 各I岩株HlJに発育 IC 多少の遅辿はあるがこの1tJil(l] は全く:・5 しい (P1. lll , 

A , B, C, D, E, F) 。

(4) 窄養基上の分生胞子

(a) 分生胞子の形成と温度との関係

民生(72害25天J-J亡於ける分生胞:了ーの形成ーと温度との関係を調査した 20 n 後の結県を第 5 去に

示す。

zr~ 5 夫 Botrytis 荷の分生胞子のJI手!実と i鼠度 ("C) との関係

| 分生胞子の生成程度
菌 株 I--~ ._-，一一一

10 70 100 ! 15 。 つ円 つ，， 0 31 I • I • I ‘|‘|一|白υ| 山

Bot -A 
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第 5 去にみるように，分生胞子は 20~250C に於て最もよく形成され，とれは蕗i糸生育O_)~塩

、温に IU1í-々一致する。上七1史的低温度に於ては形成が不良で、，正i糸発77の油部[よりもやや高い 31 0 C

では菌叢の生育が 10 0C よりも劣るにもかかわらすコ，分生胞子の形成は良好である。各菌株と

も同ーの傾向を有し顕著な差は認められない。

(b) 培養基上の分生胞子の形状

培養基上に形成された分生胞子の形状は患部に見出されるものと形状が同一であるが身 rt l 'と

は異常形を呈し或は 1~2 箇の陥膜を有するものも認められる (Text-fig. 4) 。

3 菌株について馬鈴薯寒天上に形戒された分生胞子(異状形を呈するものは除外した)の大

さのiJliJ完結果を第6 表に示す。
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Text-fig. 4. Conidia of Botrytis cinerea produced on agar.medium (培養基に形
成された B. cinerea の分生胞子)

A. Cry.ρtomeria ja.ρom・'ca ， Akita Pref. (スギ.秋岡県) (Bot-A). 
D. do. AbnormaI form. (異常形). 

B. Cryρtomeria ， lbaragi Pref. (スギ.茨城県) (BoιB). 
E. do. AbnormaI form. 
C. Centaurea Cyanus , Chiba Pref. (ヤグルマギク.千葉県) (Bot-H). 
F. do. AbnormaI form. 

第 6 去 Botryti's 菌の上ii芸基上に形成された分生胞子の大さ

菌 株 1 測定数

Bot -A 100 

ケーB 100 

か -H 200 

長径 (μ) 短径 (μ)

|範 囲|平均値|範 囲|平均値

6 .4.......1 ヲ .2 10.47 土 0.23 5.0~9.0 6.48 士 0.08

6.4.......19.8 10.34士 0.211 5.0~9.0 I 6.42土 0.09

! 8.2.......19.2 9.98土 0 .4 1 5.8~9.6 ! 6.67 土 0.26

即ち各菌株ともま音養基上lこ形成された分生胞子の大さには殆ど差が認められない。

(5) 小型分生胞子

- 7 -

何れの菌株でも培養基上に小型分生胞子 (Microconidia) が形成されるのでるるが，その形

状，大さともに各菌株間に差は認められj三球形で直径1.8.......2.5μ を有する (Text-fig. 1 , 

C; Text-fig. 2 , C) 。

馬鈴薯寒天に於けるノj、型分生胞子の形成と温度との関係を 20 日後に調査した結果を示せば

第 7去の通りである。
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消 7 去 Boirytis j{jのノH~I!分生胞子の形成と i品v主 COC) との関係

菌株

Bot -A 

か -B

か -H

小型!分 tf:. 胞子の生成

l' i 70 I 100 I 150 I 2ゲ I 250 I 310 

: I : I 
ム|ト ート

l![1ち 20~31oC に於て小主1);ト生胞子:士形成されるが 15 0C 以下では認められない。 えとれ

等は?をく発:!F しなかった。

(6) 搭養基ょの菌綾

( a ) 碕板。形成と ili1l皮との関係

，1，I~ill~ì~;!}ミ大一 l二に於ける菌肢の形成と jgìt度との関係を示せば沼 8:，去の通りである。

~r~ 8 去 Botrytis l'tîの}宣伝形成と温度 (OC) との関係

| 菌核の形成
菌 枚、| 一 l一一一 f 十一一一一7 「一一一一

10 70 100 I 150 I 200 I 250 I 310 

Bot -A -ト十 i + + 
か -B 十 l 十+ +ー

か -H ← I + i 十 I + I + : 

角i~8 去から見られるように凶按は 20 0C 即ら l岩糸発育の最適温度以下で・だけ形成され 25 0C

以上及び l OC ではみられない (P1. IU) 。

(b) llli 杉;の時治

.2Q4 

Text-fig. 5. A section of the sclerotium of Botrytis 
cinerea PEUS. (B. cinerea の菌核の断固)
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切J j' を作製して観察するに苗按の外!否は浪黒招色でその厚さ 20~25μ，外JFf也下には 2~3

ほθ淡制色多角形偽柔組織状心細胞があり，史にその内部は無色2 短大な白糸によって I~Î めら

.tLている (Text-fig. 5) 。

4. 接種試験

(1) 費験 -1

( a) 1Jl:}式首株 Bot--B (茨城，スギ)， Bot-H (千葉，ヤグルマギク)。

(b) 枯UÆ : スギ，アカマツ p カラマツ及びヒノキ(とれらは訟で 1949 /，]三 5JJ 11 FI 

ポットに揺日:したもので'i:壊及び佳子は予め治7与したし

( c ) 接担方法: 予め馬鈴薯J]~天に府l--'j主上jt養した首長ーを 10mm 平方に切Jì"とし， J}~ノミ

と共に架及び、小牧上に接着させ，ベルジャーで蔽い日光のlU~，j しない宝l刊に世き陥 f'l J版7](を行

った。内比較IJjとして応鈴喜本天を同様に接着させたものを泣けた。

( d) 接Hl年J:J EI: 1950 年 3 月 15 日。

接H~試験室内の泊[皮観測結果を第 9 去に示す。

tn 9 去接種試験実施期間!の温度観測友

気Ìfiit (0 C) 気温("C) 
月 日 月 日

最低|最高最低 最高 | 

111-16 5. 13. lV-22 12.5 16. 

" -18 7. 14.5 か 24 13. 18. 

か 20 9. 13.5 "-26 15. I 20. 

" -22 3. 12.5 11-28 15.5 ' 29. 

グ -25 7.5 14.5 v-1 18. 22. 

IV-1 12.3 18.0 11 -3 17.5 22. 

か- 4 13. 22.5 "ヲ 17. 21. 

か 12 12. 20. "-9 17. 26. 

万← 15 12. 15.5 '1-11 19.5 26. 

グー 18 12. 18.5 。 -13 19. 24. 

か -20 13. 19.5 

( e ) 結よ~: 接種後約2 一辺rL日 (3 月 30 日)でスギ苛に病微を現したが，他の間砲では

I円かで、なかった。 40 日後 (4 月 24 日)では病徴は極めて明瞭となに患部には菌糸が多量濯

絡するロカラマツ苗が最も擢病し易(，アカマツ及びスギがとれに失ぎ，ヒノキ首は全く侵ーさ

れなかった。比較区には全然病変は現れす"， 1占I菌株による病原性白差は認めることが出来なか

った。

(2) 実験 -ll

(a) 供試菌株: 実験ー I と同じ。

(b) 樹 種:同上。



- 10 ー 林業試験場研究報告第 51 号

(c) 接陸方法: JJJ鈴著述ミフ〈に形成された分生!J包子のJ怪1~aj泌を常訟によって市i乙唄ー議し

た外は実験一!と同様である。 1t，J比較区には胞子の懸濁液の代りに殺j~î蒸市水を噴霧した。

(d) 1*f'll:11三 Jj [J: 1950 勾三 4 Jj ll [i。

(e) 結果: 30 日後 (5 月 11 U) に於ける試験結果を綜合するに，カラマツ及びアカ

マツが最も甚しく縦約し， ~えでスギである。ヒノキには何等の'Ir可変が起とらす三比較区にも変

化が認められなかった。 fnJ各l:tî株による病原性の差は見~H し期!かった。

以上 2 凹の接種試験結果からみて供試2 菌株の1I\lの病原性の差は帰ど認、められすコル又とれ等

はカラマツ，アカマツ及びスギに対しては明瞭な約}};f性を示したがヒノキに対しては何等の病

変も現さなかった。

5. 1ii 名

SAC仙1lllO (1886) は針葉樹の Botrytis 菌として， スギ葉上の B. triceρhala (PHlLL. 

SAUC. , Pinus canadensis 枚上の B. liladna SCJlw. , Abies canadens色村í;{:ιI二のB. cera-

tz"oz臚s PECK. を記iほしているが， l\:のことに背う Botηtis は現今の Botrytz's 属よりも遥

かに範囲の広い諸l討を合むもののようでるる。

YON TUJml'F (1888, 1895) は Pseudotsuga Douglasz'ì, Abies, Picea 及び、 Larix 等の

柑端を枯死させる正jとして Botrytis Douglasii TUllEUF を記;J主したが， BEHHK¥"S (1895) , 

Tuzsυ1>: (1900) , S'l'E¥T¥"S (1913) , GUA n:s (1914) , LrNDAU (1921) 及び、 STJ汀NJm (1937) 

等は TmmCF の B. DouglasH は B. cinerea PERf'. と同一定iであると述べている。 後年

Tum:Ul<' (1 930) 白身も B. Douglasù' と 77 う j~îfi を使)IJするととを避け B. dnerea とした。

Wgm (1912) は Abies grané.is, Tsuga heteroρhylla 及び Larix ocddentalおの新柿

が Botryti・s -r:t:îに位されるととをE認め，とれば恐らく TUIlEUl<'の B. Douglasìi‘であろうと述

べている。 GHAYES (1914) は米国に於て Sequoia sem_ρervìrens 及rJ S. Washi'ngtcnia の

古[が Botrytis cz'nerea I乙位されるとと~~出じ， 又 H，\H'l'J， EY 等 (1919) は Pseudotsuga

及び、 Picea Wiの零出病 (Snow-smothered-molding) の病以前として Pestalotia spp. , 

Fusarium acuminatum E. et E. 及び Botryti's をあげ， iむとの Botηtis 苗はリンゴから

分離した B. dnerea と同一で、あると報じた。その後 KORSTIAN (1923) は主肯定樹百の零時病

の病問菌のーとして Botrytz's をあげ， iむその防除試験成詰を公にした。TEN HOUTEN (1939) 

はオランダに於て Pinus sylvestris, Larix lelうtolejうis ， Pseudotsuga_ taxifolia 及び Abies

grandis 等が Botrytis cinerea に位されるととを記した。

本邦では笠井 (1917) が青森県下で採集されたスギ717を調べ J) 生胞-了-は全く認められ十菌接

しかなかったりであるがp 氏はとの病Jj~[菌を B. Douglasii であろうとし，向とれに「スギ苗

の菌核病」と名づけた。 弐で北島 (1918， 1919) はスギ苗D菌十おi守について報じ 3 との菌は
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B. Douglasù' とは lJU聞として取扱うべきだとして新に B. cryρtomeriae KITA.TIMA と命名し

たのであるが，とれ等に関しては後に著者等は若干([)考祭を力11 える筈である。

ilk近，今井 (1948) は北海道に於けるトドマツ稚市の芽i'r日病の病問として Fusarium sp. 

及び Botryti's spp. をあげ， iむとの Botrytis spp. はやJれも B. dnerea group に属すべき

ものと手民じている。

:lf/ご月ー等が各地から 1Æ}-たスギ古iの BotryUs jÏ;îは形態， 時~上の性'['t及び病原性からみて同--

ï~î と見倣してよし又農作物，果樹類その他の布{I物 i乙関する内外の文献を参照比較した結果，

とれは B. cinerea PERS. と同定してよいものと;考えられる (SACCAIWO 1886, S~m'n 1902, 

REUlEMET8'l'IW 1909, COOKE 及び SCJJ\\川z 1913, STEVEXS 1922.... LL'\K 等 1923，鋳方 1924，

1933, 1949, HEALD 及び Sl'RAGUE 1926, ZELr,ER 1926, WOLF 1931, WJJETZEI，及てF

DH,AY'l'ON 193今p 掩元 1937， MOOHE 1939, ql rn 1941 , KE1'IDHICK 及び MIDDJ，E~'ON 1950, 

OWlèX 等 1950， 'i:r樫 1950) 。

Botryti's ciJ1erea PERS. と一般によばれているものには3 その形態及び生態的にかなりの差

があるものまで合まれてゐれ とれは集合極 (Collective species) と見倣すべきものである

とされているがp スギiIの菌は何れも型的な Botrytis cinerea の性質を有している。

菌 F夏 病

1.病徴及び標徴

Ni雪のため圧されて地面に接着した市のた端に近い部分から侵されるυ 初め針葉及び小枝は

熱湯を浴びたように軟化下垂し，ーたに府緑制色lこ変す:、るが，病状の末期に於ては次白色を呈し

針葉は rll Z':~と友る。 t十某:及び小枝だけではなく fJiの主軸も位され外去が剥離して木氏部を露出

するものもある。

忠?切に著しいiliî糸の趨絡は認められや，釘北u二及び主主民祖機内にその一部を埋没して菌接が

紗しく形成される。 j:Gît支は表而黒色で，類球JI九牛球形，防円形或は不定形を旦し，その犬さ

1. 5~4 x 1 ~2mmo Botrytí's 型分生胞子を認めるととはない (Pl. 1 , C, D; P1. H, B) 。

2. 培養賞験

(1) 分離

店、部に形成された菌接から常法によって分離を行った。各菌株の記録を第 10 表に掲げる。

第 10 表 Scleroft'nia 菌の菌株

菌 株 寄 主 採 集 地 採集年月日

Scl -A 
か -B か 山形果西ノj、国村 Apr. 25 , 1950 

" -c ヂシバリ 秋田県中川村 Apr. 1, 1950 
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(2) 培養基ょの特徴

菌株 Sc1-A を使川L.l.ßill'ð薯， CZAl'EK1 ) 及び WAKS~[AK~) 各本天昨義足 (PETRI 阻〉上に

於けるq !i1哉と経過日数との関係について白実験結果を摘記して第 11 去に示す。 但し温度は

23~250C. ， Ui設ι径は 5 問先の三F..J勾である。

第 11 去 Sclerotinz'a Viiの各研土庁喪主ISf乙於ける特徴

| 菌殻の特徴
経過日数l一一 f 

l 馬鈴薯寒天培養基 I cZAPEK 寒天培養茎 I WAKSMAN 寒天培養基

第 1 問実験

良不てめ甑育発色白半
』
仇

議菌4 
、
じ

同左極+ι日糸菌中気し呈を色白
い
は
少
議
て
菌
め

芭叢の直径 23mmo菌設の直径 39mmo

l 菌設やや緊密で表面白粉を撒布|菌*白色。
したよろに見交る。

菌議白色。
8 

菌設の酪 85mm。 |阻 65mmo 直径 16mm。

14 I 基上に多数の菌核そ形成する。(菌設淡灰褐色，未だ菌伎の形成|菌叢灰白色，直径回mmo 未
が認められない。 I だ菌該の形成は認められない。

20 I 多数の臨を認む。 I菌諮問舶を呈し，献を多国献白色，直径 35mm。菌
I 数形成する。 I 伎の初期のものが認められる。

第 2 回実験

|時白色目し気巾献を|肱同じ |訴同じ0
4 i 僅かに生成する。 菌叢の直径 1

118 mm。 I 菌業直径 17mmo i 菌叢直径 8mm。

8 闘の表面白粉状姐し， li'f径|蹴白色，直径 εOmmo 菌諮問，直径 35mmo
185mmo 

14 i 多数の菌核の形成をみる。 I 菌護側号色，未だ菌核の形成|臨灰白色，直径回mm。 未
を認めない。 I だlぷJ核の形成を認めない。

20 I 多数の脚を形成する。 I左に同じ。 I 少数の腕の形成を認める。

即ち 3加の培養基のうち応鈴薯寒天に於ける発育が最もよく WAKs~rAN 寒天では不良.

CZAI官I三寒天ではやや良好である。 1AJ菌按の形成もまたは様で15鈴薯21;天では 14 日後に多量

の形成をみたが CZAPEK 寒天及び WAKSMA:N 寒天上ではややゐくれる。

(3) 菌叢の発育と温度との関係

PETRl凪法により馬鈴薯寒天上の菌叢の発育と浬度との関係を調べた実験結果を示せば第

12 表の通りである。但し菌叢直径J土各区とも 4 筒宛の千五Jで-ある。

1) 蒸溜水 1 ， 000 CC. , MgSO，j・ 7 H20 0..5 g. , K2HPO壬 1 g. , KCl 0.5 g.. , NaNOs 2 g.，京f菅 30g. ，

FeS04 0.01 g.，寒天 30 g. 

2 )蒸溜水 1 ， 000 CC.，プドウ糖 10 g吋ペプトン 5 g. , KH2P04 1 g. , MgS04.7 H20 0.5 g.，寒天

30 g , pH 5.6. 
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部 12 友 Sc!eroûnia 同のI笥叢の発育と温度 (OC) との関係

経過日数!
商 議 の 直 t土マア1 (mm) 

10 70 100 I 150 20。 250 i 310 370 

3 。 。

1017・ o i 
。 。 。

5 。 十 13.0 I 46.5 22.5 十 。

7 。

~.:~. I ~:・ o I 85 ・ 0
。

20 。 85.0* 札肝 I 85.0* 85.0奨 44.5 。

註: +....僅かに発育す 85.0*... .菌叢直径 85mm 以上

第 12 去からう'，n られるように本菌は 70 _31 0 C で発育し， 1 0 及び 37 0 C では全く生育を認

めるととはなく， í,\J 20 0 C 附近を最趨温度とするものである (PI. lV, A, B, C, D, E) 。

性)小型分生胞子

本菌は居、部に於ても叉培養基上でも Botrytis 型分生胞子は全く認めるととはない。。干し小

型分生胞子 (Microconidia) の形成は

培養基上で制めて詐辺に行われる。小

型分生胞子J土分生子艇のJ--J亡生成され

球形を呈し，そのえさ1. 6~3.0μ， -'1三

均 2.0μ(Text-fig. 8, C)。宵培養の

古いもので、はrM設のJ-_に純白色P ノトタj

突起状の Microconidial sporodochia 

(WOLF 1931) の形成を屋一々認める

(T位t-fig. 6) 。

手銀j蒸溜水，ブドウ糖液(1広及び、

10%) , nu 糖液(1%及び 105'6)，乳

糖i夜(1%及び 10%) 及び 2 .96 ブド

ウ糖寒天の件々でノj、担分生胞子の発芽

の有無を調べたが， 24 時間経過しで

も P とれ等は膨大もせ十又発芽もしな

かった。

T巴xt-fig. 6. Microconidial s]Jorodochia of Scleroti抑ia
Kitajimana S]J. nov. ]Jroduced on agar-medium (m) . 
(上昇養基に形成された S. Kitajima仰の小型分生子蕗)

X 生/5

(5) 塔養基上の菌根

本l~iは培養主主上に多量のl'tî絞を形成し， fJl\生するとともあるが多くは円環状に配列し又多数

集合して菌綾盤状を呈するとともある。

(a) 菌按の形成と 11IiL度ーとの関係

.I.g鈴薯寒天上に於けるl~î:j;支の形成と温度との関係について訓べた実験の， 20 日後の結果を

示せば第 13 去の通りである。



- 14 ー 林業試験場研充報告第 51 号

第 13 友 Sclerotinia 商のl%î肢の形成と出!芝 (OC) との関係

7" 100 I 150 i，灯 25 0 I 310 

腕の形成程度( ト ! + ト十 1++ ト| ++ | 

温 度

即ち菌按は 70~250C で形成され 20 0 C 附廷で、故良で、あるが 31 0C では認められない (P1.

W) 。

(b) 的核 D 構 iiE

菌核の外!母は漉黒褐色でその写さ 18~25μ，外lpfι←下!ま 2~3 )廷の涜補色多角状偽柔組散細

胞からなれ更にその内部は無色，短えな}J';î糸によって Ilî められている (Text-fig. 7) 。

Text-fig. 7. A s巴ction of th巴 sclerotium of Sclerotinia 
Kitajima日a sp. nov. (S. Kitajima仰の菌A安の|明断)

3. 接種試験

(1) 実験 -I

(a) 供1式Tllît~ミ ScI-A (欧 l éI県，スギ)。

(b) 樹位: スギ，アカマツ p カラマツ及びヒノキ Ur'îj~令その他の条件は Botrytis 菌

の場合と同一)。

(c) 接種方法 Botryti's 菌，実験ー I に同じ。

( d) 接種年月日 1950 年 3 月 15 日。

(e) 結果: 接種目日後 (3 月 30 日)，スギ苗にはやや日乃瞭な病徴を認められるがp

アカマツ，カラマツ及び、ヒノキには変化が友い。 40 日後 (4 月 24，日)にはカラマツ， スギ

及び、アカマツに対して顕著な病原性を現わしたが， ヒノキには何等の病変も認められ友かっ

た。
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(2) 実験 -ll

(a) 供日式市株: 実験 -I に líiJ じ。

(b) :fJl'JHf: l ，iLf:。

(c) 接花方法: 同一 1-.。

(d) 接{J[l，j三 n LI 1950 年 4 jJ 11[lo

(e) 結県: 接間後 10 Ei 内外で病徴が認められるが， 第 14 去には 30 日後 (5 月

11 日)の結よ~を掲げる。

よfÇ 14 夫 Sclerotinia lïîによる接杭試験結県

結 果
ポット 処
番号!樹 箆 置 #本E試苗木数 |本曜抗菌数木一

ス ギ J友 種 2ヲ 7 

2 " " 21 6 

3 " " 17 13 

4~7 " 比 較 89 。

8 アカマツ J妾 種 25 24 

9 " " 33 2 

10 " " 18 16 

11~14 " 上ヒ 較 95 。

15 | カラマヅ 接 題 12 12 

16 " " 7 7 

17 " " 11 11 

18~21 " 比 較 10 。

22 ヒノキ J妾 種 22 。

23 " " 18 。

24 " " 21 。

25~28 " 上ヒ 較 80 。

第 14 表の泊り本Wîはカラマツ，アカマツ及びスギ IL対して顕著な病院〔性を現したがヒノキ

に対しては全く病院げ1:を示さなかった。

接都試験による病徴は初め熱泌を浴び、たように萎以j軟化p 下垂し緑色を失い次円色を主，し，

針葉の内部は空虚となり舵弱化する。 1fr芽及び新葉はq:Jjlて急速に萎凋するが成葉もまた位され

る。著しいfiJ糸の纏絡は認められや又との実験!りJf日j内では菌核は形成されなかった。

4. 菌名

本菌の培養基上の特徴は， 本邦に広〈分布し多犯性で屡々木本性植物を侵す(鋳方 1924，

青木 1942) ナタネ菌接病菌1) Sclerotinz"a Libertz"ana FUCKEI" 積雪也方に普通に見出され

やはり多犯性のレンヂソウ菌核病菌~) S. Trifolzorum ERIK$. 及び雪腐病を基因するムギ類の

1) 著者等がナタネから分離した菌株。

2) 山形農事改瓦実験所から分譲された菌株。
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大粒I宜按病Ht1 1 ) S. graminearum El: .EN. と比脱すると互に相似てゐり， fL?にレンゲソウ菌後

病菌と酷1以している。それで:ilf X'等は初めスギ了Jiの菌は S. Trifoliorum2 ) と同一ではあるま

いかと考えた。 而してとれ等の呉川を IIJJかにするには完全時代を比較するのが最も正確なの

で， T'tî按から子嚢盤を生成させるととに努めたが容易に成功しなかった。然るに 1950 年佐藤

邦彦氏に依頼して秋川I[iで、行った実験 (fí司年 4 }J 枕川県1111北方[l 111) IIÆ二JifG屋-，W :1:mで、スギ苗から採

集した菌核をポットに播き袈二I二しその後撒水して秋まで、観察をつづけた) Iとより 10 月下旬成

熟した子襲曜を形成させるととがIH来た (Pl. H, C, D) φ 

本閣の完全時代をレングソウrGî段病弘î (松ìlli 1946) , ナタネ}羽根病 I省(小河原及び松浦

1939) 及び、ムギ1Jî大粒菌核病問 (111 1[ 1及び隔地 [946) と比較対照すれば1105 表に示す辺りで

ある。

第 15 夫 完全時代に於けるスギの Scleroiz"nia とレンゲソウ菌按病T'tL

ナタネ荷按病T~Î及びムギ:聞大粒Tïî核病菌との比較

\菌名|レンゲソウ菌閉菌( ナタネ菌繍菌 |ムギ穎大問後病菌| スギ苗菌核病菌
'" S. Trifoliorum S. Libertiana S. graminearum 

子実fふ i (棚附) !(小河原及び松浦問9) I(凹中及び福地 1946) I Sωωsp. 

l-一色|時限し問視 i初め椀ー状 l 初…状後平盤
国傘の直径 I ・M・5l 色。商傘の直径口~!殴ー傘の直径 2 ・5~5.0 I 状。 淡黄褐色~黄絹

子褒盤 ffiln，平均 3.2mmo 7.6mm ，平均 5.1mm o mm。 菌柄の長さ 10 i 色。菌傘の直径1.5~

|菌1V-îの長さ 1~5mm。菌柄の長さ 60mm 以 mm 以下。 12mm。菌柄の長さ2~

| 上のものも&る。 i 3mmo 

|根隊状基部細く無色。|円筒状基部細く無色。|円筒状頂端円形。大さ i 円筒状基部やや細く無
|長さ 95~211/" 平均 i 長さ 115~154μ，平均 1232~266X 11~17μ。|色。長さ 84~122μ ，子 ~I).-'-C o.JV -1.-1-'-.....,...., .--""-'-JI..J..-;;;"C' .............. -_'_'_'-:'::{-"I -I-""---J1 """...'"" -.._,...."-J"............ -.....,..., 0 

(「一m叫肌吃叫μんd岬。ι幅僻5 叫 4引μぺl卜13訪6… 5.8~8引7" ，!μ川! 尖矧端恥伽か例川/イ将j円子山 ~Iド「ご吋「でci一鞘 蜘仇。ι隠ω
平均 1日0.8匂μ。 1 平均 7.8むμ 。 1 青1吏毛する。 1 平均 7.5μ。

|無色，単胞， t院円形を 1 J!!li色，単胞，卵形を呈|無色，単胞，楕円形を i 無色，単胞，概円形を

l 呈し， 2 箇の1白球を含: L , 2 簡の油球を含|呈し両側不等。 I 呈し，大さ長径 7~9μ ，

l む。 大さ長径 12.5~ I むの 大さ長径 10.5~1 大さ 18~23x8~1Oμ 。 i 平均 8μ，短径 3.5~二T嘆Ij包子 I u-o ./,- C .J-'<..t::t: ~.._，....， -1 Uc  ./\..C'J.-,-1.:t ....v....... -l./¥..c ........ -~_HJ "，"'" -..LV'_"o I 
12却0.8匂μ，平J勾 1臼6.7勾μ ， 115 .4勾Fμι ，平均 1臼2.6印μ ， 1 川4.5匂μ，平均 4匂μ。

|戸短径 6…μMω11山1
均仏ω0郎μo 何6 仏 1 

l 糸状，尖端部やや太〈!糸状，尖端やや太く隔!糸状，頂部に向って漸 l 糸状，蹴部に向って
l 隔膜無し。 長さ 70.61 膜無し。 長さ 73.6~ !次太くなり，約 4 箇の l やや太くなり隔膜無

側 糸 1 "，202μ ，平均 147 .4μ 。 1 136.3μ。幅平均 2.7μ 。 1 隔膜を有する。 I し。長さ 105~130μ ，

|幅 4.2~6.7μ ， 平均 平均 108μ。幅 2.5~

。μ
 

9
u
 

a
D
 

3.0μ，平均 2.7μ。

第 15 去から明かなようにスギ首の Sclerotinia sp. の子嚢盤!ま他の菌に比設して甚しく小

1 )北海道農業試験場から分譲された菌株。
2 )佐藤邦彦氏の最、返の接建設，験の結果(示発表) , レンゲソウ菌核病菌 S. Trifoliorum もまた

積雪下でスギ、苗に対して顕著な病原性を現し，本病近似の病徴及び標徴を呈することが明かに
なった。
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71予であるが，との大小は環境条件によって大きな開きがあり件るのは Sclerotinia 属菌類1では

稀でないので主点を置かないにしても，子襲及び子嚢胞子が著しく小である。叉ムギ類N材亥病

f~Hの1rm糸には隔脱があるが本市には存症しない (Text-fig. 8, A , B; Pl. H , D) 。 従って比

較した 3菌とは明かに別種である。

1Mìf\砂トに於て針:民間に寄生する Sclerotinia 属菌として S. FuckeUana DE BARY をあげる

人もある (Tum:UF 1895, BEIlRESS 1914, BAVEXDA:I!lI! 1936 等)。 今日向とのü\îに関する諸

説ミの見解は必しも一致してたらすヘ とれは BotηItis cinerea の子葉時代であるとするもの

(D~: BARY 1884, I:-;TVh7FI 1905, n !L'). 1929 その他)と， とれを否定或は疑問視するもの

(B I: EICEI ,D 1881, TUllEUF 1888, Sm'l'I1 1900, 1931 , BIUER]'I~Y 1929, HAXSEN 及び、 S:-'fT'I'H

1930 その他〉がある。併しイliJれにせよスギfill-の菌は Botrytzs cinerea とは同tl~関係は無く，

叉その完全時代の形態も S. Fuckeliana (SλCCARDO 1889. S'my ESS 1913) とは異なるもので

ある。

SACOAUIlO (1889) によれば， Abies pectinata に寄生する S. Kerneri WETTST. がある

が，とれは j年月一等のnìとは全く異なるものである。 1M内外の文献にみられる広葉樹，世作物及

び、そり他の十1((物jに寄生ずる Sclerotinia rt� (.3λOOARDO 1889, 1895, JAGGEI: 1920，原 1923，

RAMREY 1924, WII E'J:zEr, 1926, T.\K ，\IIA叩 r 1927, MAS"EY 1928, Crrrn: 日自 1929, DAVfDSON 

及び、 CAsrr 1933, DAVJf¥ 1933, DRAYTO:; 1933, 1934, BESNETT 1937, ElJml¥s 1937, 

DUNEGAN 1940, HANREX 及び、 Tmn!AR 1940, Pom:HLEAu 1940, WrrwrzEf, 1940, 1[1111 1941 , 

官樗 1950) の1[ 1 にもまた本荷に一致 Fるものを見出すととが11\来ない。

それで箸1')'等はとれをオミ記II主のnjと二汚え失のように命名する。

Sc1erotinia Kitajimana sp. nov. (Plate H, D: Text-fig. 8) 

的肢は去0'11 !:r~色，内部白色，矧球形，学球形，球形，桁円形或は不定形，大さ1.5~4x1~

2mm。子喪控ば -jÏ;j:J;亥から 1~3 前生成され， i先主T褐色乃至JÆ柄色，初めラッパ状後三F盤状，

ï'tî傘直径 1.5~2mm， W，j柄の長さ 2~3mm。 子嚢l土 P:I筒状でJZ部ややか1< 無色， 長さ 84~

122μ，幅 6~9μ， 8 出iの子襲胞子を一列に合む。子襲胞子は無色，単胞， t陪円形乃至類卵形，

えさ 7~9x3.5~4.5μ。1f!ù糸は糸状，頂部に向って少しく太し陥jg~及。:分11皮無し，大さ 105

~130x2.5~3.0μ。

資料: スギ秋岡県仙北郡Eド 111村官-19， 1949; 同 N -15, 1950 t'r:蕗邦彦，

山形県最ート却西 'J、国村 N-25， 1950 佐蕗邦乏

. Sclerotinia Kitajiτnana sp. nov. 

(Plate II , D: Text-fig_ 8) 

Cupulata, minuta, pattellaris, f1avo・b1l1nnea， 1. 5~2町立n lata; stipite tenui 

subflexuoso, cylindraceo , 2~3mm longo ex Sc1erotio; asci cylindraceis vel tereti-
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Text-fig. 8. Scleroti担ia Kitajimana sp. nov. 

A. Asci and p呂raphyses (子裳及び似11糸)

B. Asci and ascospores (子嚢:及ひ‘子嚢胞子)

C. Microconidia and conidiophores produced on agar.me1ium (小型分生胞子及び分生子梗)
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c1avatis, octosporis; 84~ 122 >< 6~9μ; sporidiis monostichis, ellipsoideis vel ovoideis, 

hyalinis, 7~9x3.5~4.5μ; paraphysibus filiformibus, simplicibus, aseptatus, 105~ 

130><2.5~3.0μ. 

Sclerotio globoso vel depre回o-globoso ， 1. 5 ~4 >< 1 ~ 2mm, nigro, intus albo: 1 ~ 

3-cupulis e Sc1erotio. 

Hab. in Sc1erotio ad folia emortua Cryptomeriae japonicae, in Japonia, 

Honshu (Akita1) et Yamagata) , leg. Kunihiko S.ATﾔ. 

要結

(1 ) スギIJiのいわゆる雪者病とよばれている約書については従来との本体が不明であった

が3 著者等の訓査研究によって Botrytis 菌による友色徴病と Scle.rotz"nia iliμ よる菌接病が

その主体をなすもので，特に l清者による被害が後JTーに比べて遥かに多いととが|引かにされた。

向茨色i駒内は杭雪下だけで、起るものではなく，雪vJ，民い地方でも苗に被}版物をかぶせるときは

冬季に於にも)延々大なる被害を及ぼすものである。

(2) 笠井 (1917) は青森県下で、融雪後採集した椋本について観察を行い，分生胞子は全く

認めなかったが， TJiに形成された菌按によって， とれは欧洲に産する Botrytzs Douglas# 

TCBEUF であるとJi iJjとしたが， 氏の見たのは著者-与の Sclerotz"nia TIMの jr，j核であったのでは

あるまいか。 又北島 (1918 ， 1919) はスギ市のrM按病に関する報告を行い， との病原菌は

B. Doug!asH とは別陸であると認め，新に B. cηφtomeriae と命名した。 氏の報文は簡単

且つ要点があいまいで厳密な比較をするととは IH来ないがp 著者等V Sclerott"nia 1岩の菌按と

Botrytzs cinerea の分生胞子を同一菌と見倣して芯践を行った疑が充分にある。 lçは培養をし

ているが，とれは Sclerott"nia の菌核からだけ行ったらしし培養上に小型分生胞子が形成さ

れるととはたji;ぺているが， Botηtzs 型j分生胞子の生成には全然ふれていない。右も崎養基上に

Botryizs 1;'!分生胞子が全く形成されないか又は極めて稀で，普通はただ的核と火色市lii状の菌糸

しか生成しない Botrytz"s 属菌も知られているが， とれ等は適当な条件下でだけ Botrytis 型

分生胞子が形成されるもので (W"H，KEl~ 1926, GltEGOllY 1938，逸見 1940) ，北品(1. c.) の

場合のように守主体上iこ Boiηtzs 型分生胞子が多量に認められるものとは異る。

北島(1. c.) の実験には Botrytis 型分生胞子からむ培養と， 直接からの培養の比較が欠け

ている。著者等θ今日までの研究では B. cry'ρtomeriae に相当する菌の存在を認めていない。

スギlIの友色徽病菌は智正f専の比較検討の結果 Botrytzs cinerea PEHS. と同定してよいも

のと考える。

(3) Botrytzs cinerea PEHS. の完杢時代については諸家v~.!$rーは一致せ十 ， Sclerotinia 

Fuckeliana DE B.AltY をその子葉時代とする人もあり，又とれを否定或は疑問とする人もむる。

1) The type specimen has been deposit巴d in th色狂ョrbarium of the Government Forest 
Experiment Station, Meguro, Japan. 
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一般に B. cinerea PERS. とよばれているものは，いわゆる集介極 (ColIective species) 

でるって，との 1[1 には完全時代を弁々異にする数陸が合まれているとされている (GAu~rAXX. 

DODGJ' 1928, HANSEN 1932, Glwn;;; 及び DH.AY 'l'ON 1939) 。

兎も角 Sclerotinia FuckeUana は i茨洲では記;1主されているが，少くとも今日まで fl 本では

百忍めら，tLていない(r[tfJl 1941，品不容 1950) 。

1;¥J Botrytls を分生胞子時代にもつ Sclerotinia k式首長Jiはとの外多数知られているが

(SEAVEH 1917, SEA¥'EH.::f'j 1918, GOlJl<'HEY 1919 , 1923, BEYl¥TA TIIOE KrxmrA 1927, 

DHAY~'(lN ]937, GHEl;ORY 1938, GHけYES 及び DUAY'l'OX 1939 及びその他多数) , お:芥;~l与

の Sclelψtinz.，α 闘は Botryti's との Il \J I Z::[日j根関係l土全く無い。 内外多数の文献を参J!日したが

今日までこれと一致するものを見111すととが HI来なかったの亡 とれを未記i肢のI'ii と考え

Sclerotz'n� Kitσifimana sp. nov. と命名するととにした。

(4) スギ7J{の Botηti's cinerea は 200~250C を最適i目度とし， 1 0C 附近でもかなりの

生長を示すが 37 0C 1乙於ては全く生古・せす勺 31 0C /í付近を最高市I立とするもので，とれは他の

寄主からの B. cinerea に於て L1NK :'S, (1923) , S'J'E¥'ENS (1922) , W OJ,I" (1931) その他の

人々の実験結県と時々一致する。

;3，くに Sclerotinia Ki・tajimana は 20 0 C I;fj近を故辿温度とし， TC 及び、 31 0C に於ては発育

するが， l OC 及び、 37 0 C に於ては 20 日 Il\Jを経過しでも全然生rr~認めなかった。 とれはナ

タネ I~î絞JI :̂lT1i S. Libertiana (小わずか.j(及び松ìm 1939) にやや知似し， OOC 附近でも生育する

レンゲソウ菌根病菌 S. Tnfoli'orum (:{公iI IJ 1946) とは少しく異:り，~に又零下氷上l亡於ても

発育するムギ知大粒出版病[ii S. graminearum (';;,'111 1950) とはんに趣を異にしている。

(5) B. cìnerea の分生胞子は T~310C に於て形成され9432に 200~250C で良好であ

る。併し S. Kz�jimana は土庁芸;J，U二 iこ Botryti・'s ì担分、生胞子を形成するととは全く無い。

(6) 小型分生胞子は B. cinerea 及び S. K�ajimana 共にその)1知主をみ，大さ，形態に

於て両行‘II \J Ð'差は殆ど認、められない。

小型!{分生胞子はー磁の spermatia であると言うのが通説で， 発芸能力を持たないとする報

告が多い。 1む制廿Ji斤i卜ニし HUlIl山l'守恒叩H凹n民t凶tEl町y (日18却93め) は S.fi斤ru町tctμigenα (σPERS.心.) SCIH刊11ωイtゆLゆOE凹'1'. のノイlト、型分生胞子lは土

発芽すると述べ，又 Bru山ER乱LE町y了 (19旧18匂)は B.cαznereωα のづ小、型分生胞子はy水k片中Iで

菌糸を生生，吠[しノ，;ft干植直物さえも侵すと言っている。更に日野 (1929) は Sclerotìnia 属菌類の小型分

生胞子に関する研究を行い，多くの場合その発芽を認めなかったが，ただ一度S. Trzfol�rum 

の小型分生胞子がぺプトン水で、発芽した事実を報告し，又 SlIIITH (1931) は S. scleroti'orum 

(S. Li‘bertiana) では屡々発芽し僅かに発芽管がイrþ長すると述ぺている。 小河原及び桧ì1fi

(1939) もまた S. Libertiana について実験をと行い， 極めて少数乍ら小型分生胞子。発芽を

みたが，発芽管。{中長は;主中で、停!とし菌糸を生成するに至らなかったと言っている。
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著者等は S. Kzïajz"mana の小型分生胞子の発芽試験を種々の培養基で、試みたが全く発芽を

認めるととが出来すヘ叉 B. cinerea でも同様であった。

(7) 晴義足上に形成された菌桜は B. cinerea 及び S. Kitajz'mana ともに相似ている

が，前者は支rr可黒色で、あり，後;白ーは佑:青黒色を呈する。 11，J S. Kitajimana の菌核は基而に緊

密に接着し}民々円環状l乙密集する傾向があり，又 B. cinerea の菌該は陥落上に孤生するとと

が多いが，内部排出は殆ど差遣が認められない。

(8) 接1'%i式験によって B. cinerea 及び S. Kz'tajimanα の病原性を確認したのである

が，カラマツ p アカマツ及びスギ了.'jlC対しては 11月瞭な病問性を現すが，ヒノキ-，'I'j Iこは全く病原

性を認め件なかった。 1M本病の発現l亡は積雪が必須の条件でないとともこlòljl列した。
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Explanation of Plates (附 l司説明)

Plate 1. 

A-B. “ Sugi" (Cry.ρtomeria japonica) seedlings attacked by Botrytis cinerea PEH$. 

(Botrytis cinerea PERS. に因るスギ苗の灰色徽病)0

d: Heavily diseased portions. (患部)。

C-D. “ Sugi" seedlings attacked by Sclerotinia Kitajimana sp. nov. (Sclerotinia Kita-

jimana sp. nov. に因るスギ官の菌骸病)0 x 1. 

s: Sclerotia of S. Kitajima仰. (S. Kitajimana の菌核)。

Plate H. 

A. Centaurea Cyanus attacked by Botrytis cinerea Pims. X 1. 

(Botrytis cinerea に因るヤグルマギクの灰色徽病)。

d: Heavily diseased portion. (患部)。

B. Scl巴rotia of Sclerotinia Kitajimana sp. nov. (S. Kitajimana の菌核)。

C. Apothecium production of S. Kitajimana sp. nov. (S. Kitajimωw の子嚢盤形成の状

況)0 x2.5. 

a: Apothecia of S. Kitajimana (S. Kitajimana の子嚢盤)。

D. Apothecia and sclerotia of S. Kitajimana (S. Kitajimana の子褒盤及び菌核)0 X 4. 

Plate 1Il. 

Mycelial colonies of Botrytis cinerea PERS. on potato-glucose agar at various temｭ

peratures. (Botrytis cinerea の菌叢と潟度との関係)。

A -D . Isolated from “ Sugi" seedling (スギ苗から分離した菌株)。

E -F. Isolated from Centaurea Cyanus (ヤグルマギクから分献した菌株)。

A. lOC.; B. lOoC; C. 200C.; D. 250C.; E. lOC.; F. 200C. 

Plate N. 

Mycelial colonies of Sclerotinia Kitajimana sp. nov. on potato.glucose agar at various 

temperatures. (Sclerotinia Kitajima聞の菌叢と温度との関係)。

A. lOC; B. lOoC; C. 200C; D. 250C; E. 300C. 
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Gray mold and sclerotial disease of バSugiけ

(Cryρωmeria jaρonica D. DON ,) seedlings, the causes of 

the so.called “snow molding". 

(R駸um�) 

By Kazuo h� and Yoshiyuki HOSAKA 

In the northern parts of ]apan, it has been well known among foresters 

that a number of "Sugi" (Cryρtomert"a jaJりont"cα) seedlings are damaged under 
snow and the damage is greatest during years of heaviest snowfall and consequent 
Iate melting of mow in the spring. In spite of considerable loss from this 
damage , however, the cause of the “ snow molding" has never been researched 
up to the present time. In this paper the writers deal with the some experimental 
records on the causal organisms of the snow molding of ‘ 'Sugi". 

According to the present writers' investigations the important causal fungi 
of the snow molding are Botrytzs cz"nerea PJws. , the common gray.mold fun_gus, 
(Plate 1 , A, B; Text.fig. 1, 2) , and an unreported Sclerotinz'a treated by the 
writers as a new sp巴cies to science under the name of Sclerot�a Kz�jz'mana 
sp. nov. (th巴 technical description on page 17) (Plate 1, C, D; Text-fig. 8). Botrytzs 
dnerea which causes very frequently gray mold of ‘ 'Sugi" seedIings under 

heavy muIch even in the snow-free districts in the winter is more virulent in 

pathogenicity and damage than Sclerotz"nt"a Kitajz"mana. 
(1) Botrytzs cz"nerea isolated from “ Sugi" seedlings grows favorably at the 

temperatures ranging from 150 to 230C. with an optimum at 200~250C. and the 

minimum and maximum temperatures for the growth are below lOC and 31 0 C. , 
respectively. At 370C. no growth is observed even after two weeks (Plate 目，

A-D). 

(2) Macro-and microconidia are usually produced on the mycelial colonies 

of Botrytis cenerea. Macroconidial production is observed at the temperatures 

ranging 70 to 31 0C. , and occurs best at 200 and 250C. Microconidia ars formed 
equally at the temperatures ranging from 200 to 310C. (Text-fig. 1, C). 

(3) Macroconidia of Botrytz"s cz"nerea germinate very reaclily in a few hours, 
but the germination of microconiclia never occurs in nutrient solutions (Textｭ
fig. 3). 

(4) Sclerotia of Botrytz"s cinerea are formecl on agar-meclia at the temｭ

peratures ran::;ing from 70 to 20 0 C. , but not at the following temperatures: 

l O C. , 250C. , and 310C. (Plate m, A-D). 
(5) In the macroscopic, microscopic and p~1ysiologic characters, there are 

no remarkable cli任erences among several culture-stocks of Botrytis isolated from 
“ Sugi" and Centaurea Cyanus (Plate m, A-F). 

(6) The mycelial growth of Sclerotinia Kitajz'mana takes place between 70 

and 31 0C. , with an optimmn at 200C. At 10 and 370C. no growth is observed 

even after two weeks' incubation (Plate lV, A-D). 
A great many of microconidia are produced on the mycelial colonies of 

ScleroUnz'a Kzïajz'mana, but no macroconidia are observed (Text-fig. 8, C). 
The germination of microconidia does not occur in various nutrient solutions. 
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(7) Sclerotial formation of Sclerotinz"a Kz'tajz"mana are m:ually l::een on agarｭ
media, often making sclerotium rings (“Sklerotienringbildung" , Rglm;m;I~m，;n 

1909). The sclerotia of the fungus are produced at the temperatures with a range 
from 70 to 250C. ; optimum at 200C. (Plate lV, C, D). 

(8) There is no genetic relationship between Botrytis cinerea and Scle1'oiz"nza 
KitC1;jz'mana. 

(9) The pathogenici1.y of Botηtis dnerea and that of Sclerotima Kz�jimana 
are proved by the inoculation experiments. Among the four tree species tested, 
]apanese larch (Larzx Kaempferz"), ]apanese red pine (Pinus denszflora) and 
“ Sugi" (Cη，ptomerz'a japonica) are very sm:ceptible, and, on the contrary, 
“ Hinoki" (Chamaecyparis obtusa) is very resistant. 

LABORATCR,Y OF FOREST PATHOI,OGY, 
GonmN;UE~T FOREST EXl'ERll;fENT STATION, 

ME(iURO, TOKYO , ]Al'AN. 
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